
  

  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 

  

        

平成22年12月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
        平成22年８月11日

上場会社名 帝国繊維株式会社 上場取引所  東 

コード番号 3302 ＵＲＬ  http://www.teisen.co.jp/ 

代表者          （役職名） 取締役社長 （氏名）飯田 時章 

問合せ先責任者  （役職名） 取締役経営企画部長（氏名）阪田 繁 （ＴＥＬ）03（3281）3022 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月13日 配当支払開始予定日  － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期   16,393  36.8  3,009  98.2  3,065  96.1  1,750  121.0

21年12月期第２四半期  11,982  －  1,518  －  1,563  －  791  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  66  91  －

21年12月期第２四半期  30  26  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  22,480  14,071  62.6  537  90

21年12月期  23,214  12,722  54.8  486  28

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 14,071百万円 21年12月期 12,722百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期  －       0 00 －     20 00  20  00

22年12月期  －       0 00

22年12月期（予想） －     20 00  20  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  26,200  11.5  3,700  39.2  3,700  35.8  2,100  49.4  80  27



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：無 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については四半期決算短信[添付資料]Ｐ．３「１．(３)連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 27,089,400株 21年12月期 27,089,400株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 928,928株 21年12月期 927,275株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 26,161,030株 21年12月期２Ｑ 26,167,238株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気に持ち直しの兆しは見えるものの、雇用情勢の改善が見

られないことから個人消費が低迷するなど、引き続き不透明な状況が続いています。 

このような経営環境下、平成20年度よりスタートした中期経営計画「帝国繊維(テイセン)２０１０」の最終年度

を迎えた当社グループは、 

「総合的で専門性の高い防災・危機管理事業」 

「リネン（麻）の総合事業」 

という二つの事業を更に価値ある事業に磨き上げるべく、グループ一丸となって取り組んでまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高163億９千３百万円（前年同期比36.8％増）、営業利益30

億９百万円（同98.2％増）、経常利益30億６千５百万円（同96.1 ％増）、四半期純利益は17億５千万円（同121.0％

増）といずれも前年同期比大幅な増収増益を達成することができました。 

  

事業の種類別セグメントの概況は以下のとおりであります。 

  

＜防災事業＞ 

防災事業では、官公庁・地方自治体の年度末である第１四半期を中心に、昨年度受注した大型補正予算関連の消

防用ホース、NBC災害対策用資機材、救助工作車をはじめとする防災特殊車輌などが、大きく売上を伸ばしたほか、

４月以降も消防用ホースの売上が高水準で推移したことなどから、売上高は122億７百万円（前年同期比32.5％増）

と大幅な増収となりました。 

  

＜繊維事業＞  

繊維事業では、景気低迷による厳しい状況にやや改善の兆しが見られるなか、当社におきましては、官公庁向け

繊維資材や産業資材用のノーメックスなど高機能繊維素材の売上が伸びたことから、売上高は37億５千２百万円（同

60.5％増）となりました。 

  

＜不動産賃貸事業・その他＞ 

不動産賃貸事業・その他では、不動産賃貸事業は順調に推移しているものの、子会社が扱っている運搬機械の架

装業務をこの3月末をもって中止したことから、売上高は４億３千３百万円（同0.5％増）にとどまりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ７億３千３百万円減少し、224億８千万

円となりました。これは、年度末の納期に向けた出荷により棚卸資産が大幅に減ったことや売上債権の回収により受

取手形及び売掛金が大幅に減少したことによるものです。 

負債は、支払債務の減少などにより、前連結会計年度末に比べ20億８千２百万円減少し、84億９百万円となりま

した。 

 純資産につきましては、利益剰余金の増加などがあり、前連結会計年度末に比べ13億４千９百万円増加し、140億

７千１百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は62.6％（前連結会計年度末は54.8％）となりました。 

  

 ［キャッシュフローの状況］  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ38億９千４百万円増加し、

82億１千５百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

  

 ＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、増益にともない、税金等調整前四半期純利益を

30億２千１百万円計上したことに加え、年度末の納期に向けた出荷により棚卸資産が大幅に減少したことなどから、

46億７千１百万円となりました。 

  

 ＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は、鹿沼工場の生産設備への投資などがあり、２億

１千８百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 ＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の支出は、配当金の支払などにより、５億５千８百万円と

なりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の業績は、大型補正予算関連の納期の集中による売上増加に加え、４月以降も消防ホ

ースの売上が高水準で推移したことなどから、前年同期比大幅な増収増益を達成することができました。大型補正予

算関連の調達はほぼ一巡したものの、自然災害の大型化や頻発する都市型災害、新型インフルエンザ、そして国際情

勢を反映したテロや大規模な人為的事故の発生懸念など、防災事業の対象とする市場は格段に拡がりつつあります。

当社グループは、消防ホースのトップメーカーとしてその供給責任をしっかり果たすとともに、資機材分野で

は、災害救助・危機管理・ＣＢＲＮＥ・感染症対策など各種対応資機材のラインアップの充実とそれに伴う新たな市

場の開拓、防災車輌では、救助工作車や大型空港用化学消防車に加え高機能大量送水・排水システム車の拡販、消防

被服では、幅広い品揃えと販売体制の整備など、中期経営計画「帝国繊維(テイセン)2010」で掲げた「総合防災事業

の深化・充実・拡大」に向けて、グループ一丸となって取り組んでまいります。  

また、繊維事業の分野でも、リネン（麻）素材の持つ優れた特性を活かした二次製品の開発と拡販、高機能繊維

の新しい用途開発など、市場ニーズへの積極的な対応を目指してまいります。  

 当第２四半期連結累計期間は、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益とも計画を大幅に上回る結果となりま

したが、平成22年12月期の通期連結業績の見通しにつきましても、売上高262億円、営業利益37億円、経常利益37億

円、当期純利益21億円と上方修正いたしました。 

 なお、この通期連結業績見込みを前年度の連結実績と比べますと、下記のとおり、大幅な増収増益となります。 

  

 （ご参考） 

 平成22年12月期連結業績予想 

 （％表示は対前期増減率）

  ※上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

   含んでおります。実際の業績は、今後の業況の変化等により、上記予想数値と異なる可能性があります。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却費の算定方法 

当社及び連結子会社は、定率法を採用している資産に関しては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。    

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

                    

22年12月期 

連結業績予想 
 26,200  11.5  3,700  39.2  3,700  35.8  2,100  49.4 80.27 

                                          

     

21年12月期 

連結業績実績 
 23,497  14.2  2,658  66.3  2,724  63.8  1,405  45.7 53.72 

                    

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,715,697 3,821,531

受取手形及び売掛金 3,988,173 7,187,902

有価証券 499,884 499,909

商品及び製品 2,060,440 3,609,716

仕掛品 945,646 1,040,708

原材料及び貯蔵品 232,490 283,390

繰延税金資産 168,994 96,744

その他 62,978 122,616

貸倒引当金 △22,382 △45,154

流動資産合計 15,651,921 16,617,365

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,048,966 2,081,652

機械装置及び運搬具（純額） 431,630 379,869

工具、器具及び備品（純額） 67,295 62,458

土地 261,480 263,315

建設仮勘定 22,471 15,577

有形固定資産合計 2,831,844 2,802,872

無形固定資産   

借地権 39,904 39,904

その他 111,013 94,380

無形固定資産合計 150,917 134,285

投資その他の資産   

投資有価証券 3,585,723 3,379,847

長期貸付金 7,017 8,031

繰延税金資産 113,286 132,690

その他 150,053 149,284

貸倒引当金 △9,807 △10,125

投資その他の資産合計 3,846,272 3,659,728

固定資産合計 6,829,034 6,596,886

資産合計 22,480,956 23,214,251
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,962,259 6,248,652

短期借入金 77,200 77,200

役員賞与引当金 25,500 51,000

未払法人税等 1,308,300 710,154

その他 1,016,800 458,601

流動負債合計 5,390,059 7,545,608

固定負債   

長期借入金 40,000 78,600

長期預り保証金 1,250,142 1,279,874

繰延税金負債 1,344,680 1,233,719

退職給付引当金 96,801 80,789

役員退職慰労引当金 287,450 273,475

固定負債合計 3,019,075 2,946,458

負債合計 8,409,135 10,492,067

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,373,364 1,373,364

資本剰余金 747,558 747,558

利益剰余金 10,680,409 9,453,137

自己株式 △364,969 △364,213

株主資本合計 12,436,362 11,209,845

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,665,596 1,511,366

繰延ヘッジ損益 △30,137 972

評価・換算差額等合計 1,635,459 1,512,338

純資産合計 14,071,821 12,722,184

負債純資産合計 22,480,956 23,214,251
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 11,982,891 16,393,373

売上原価 8,856,741 11,788,424

売上総利益 3,126,149 4,604,948

販売費及び一般管理費 1,607,655 1,595,662

営業利益 1,518,494 3,009,286

営業外収益   

受取利息 6,034 3,387

受取配当金 40,333 47,584

その他 13,568 13,621

営業外収益合計 59,936 64,593

営業外費用   

支払利息 5,694 3,977

手形売却損 150 14

持分法による投資損失 3,919 2,789

為替差損 4,627 166

その他 956 1,459

営業外費用合計 15,349 8,407

経常利益 1,563,082 3,065,472

特別利益   

固定資産売却益 － 95

貸倒引当金戻入額 10,997 22,578

特別利益合計 10,997 22,673

特別損失   

固定資産処分損 1,473 15,102

投資有価証券評価損 － 51,565

たな卸資産評価損 40,445 －

特別損失合計 41,918 66,667

税金等調整前四半期純利益 1,532,161 3,021,478

法人税、住民税及び事業税 704,292 1,297,306

法人税等調整額 35,936 △26,342

法人税等合計 740,228 1,270,963

四半期純利益 791,932 1,750,514
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,532,161 3,021,478

減価償却費 152,915 166,705

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,997 △23,090

受取利息及び受取配当金 △46,368 △50,972

支払利息 5,694 3,977

持分法による投資損益（△は益） 3,919 2,789

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,000 △25,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,846 16,012

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,275 13,975

固定資産処分損益（△は益） 1,473 15,007

投資有価証券評価損益（△は益） － 51,565

売上債権の増減額（△は増加） 2,974,343 3,299,847

たな卸資産の増減額（△は増加） △282,350 1,695,239

仕入債務の増減額（△は減少） △1,002,747 △3,285,447

預り保証金の増減額（△は減少） △33,123 △29,731

その他の流動資産の増減額（△は増加） 159,095 34,583

その他の流動負債の増減額（△は減少） 254,937 405,664

その他 △1,612 1,237

小計 3,723,461 5,313,340

利息及び配当金の受取額 46,240 50,493

利息の支払額 △5,645 △3,863

法人税等の支払額 △215,391 △688,387

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,548,664 4,671,582

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △112,061 △180,250

有形固定資産の売却による収入 － 7,046

有形固定資産の除却による支出 △13 △3,276

無形固定資産の取得による支出 △8,117 △38,996

投資有価証券の取得による支出 △193 △197

貸付金の回収による収入 1,734 1,014

その他 － △4,300

投資活動によるキャッシュ・フロー △118,651 △218,960

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,080,000 1,080,000

短期借入金の返済による支出 △1,080,000 △1,080,000

長期借入金の返済による支出 △16,600 △38,600

自己株式の取得による支出 △1,568 △755

配当金の支払額 △388,244 △519,125

財務活動によるキャッシュ・フロー △406,413 △558,481

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,023,599 3,894,140

現金及び現金同等物の期首残高 2,553,849 4,321,441

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,577,449 8,215,582
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１．事業区分はその類似性により下記の区分としております。 

繊維……………純麻、麻混紡、化合繊等 

防災……………消防ホース、救助工作車、救助器具等 

不動産賃貸……ビル、ショッピングセンター等賃貸事業 

その他…………運搬機械製造、遊技場経営等 

  なお、運搬機械製造につきましては、平成22年３月末をもって業務を中止しております。 

  

    ２．会計処理の方法の変更 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）を適用しております。なお、この変更に伴うセグメント情報へ与える影響は軽微であります。  

    ３．追加情報 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 （有形固定資産の耐用年数の変更） 

当社及び連結子会社は、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度税制改正を契機として、資産の利

用状況を見直した結果、機械装置について、第１四半期連結会計期間から、耐用年数を主として10年から

７年に短縮しております。なお、この変更に伴うセグメント情報へ与える影響は軽微であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  繊維 
（千円） 

防災
（千円） 

不動産賃貸
（千円） 

その他
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  2,338,556 9,213,512 232,313 198,509  11,982,891  － 11,982,891

(2）
セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 22,918 2,657 12,060 111  37,747  (37,747) －

 計  2,361,475 9,216,170 244,373 198,620  12,020,639  (37,747) 11,982,891

営業利益又は営業損失（△）  66,558 1,752,742 154,395 △4,405  1,969,291  (450,796) 1,518,494

  繊維 
（千円） 

防災
（千円） 

不動産賃貸
（千円） 

その他
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  3,752,565 12,207,713 231,281 201,812  16,393,373  － 16,393,373

(2）
セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 32,154 7,239 12,060 85  51,539  (51,539) －

 計  3,784,719 12,214,953 243,341 201,897  16,444,913  (51,539) 16,393,373

営業利益  317,697 2,985,780 161,292 6,326  3,471,097  (461,810) 3,009,286
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〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日 至平成22年６月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日 至平成22年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

    

該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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